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令和２年及び令和３年の労働災害発生状況について

■令和３年の労働災害発生状況（管内の建設業）
管内の建設業の災害は、14件発生し、昨年を２件上回っています。災害で目立

つのが、「飛来・落下災害」と「転倒災害」で、どちらも４件ずつ発生しています。
転倒災害は、1月～２月にかけて寒波や大雪による影響が大きな要因と思われ
ますが、例年、転倒災害は冬季に限らず発生していますので、注意が必要です。
なお、「墜落・転落災害」は１件発生していますが、これから工事量の増加とと

もに高所作業も増えていくことと思いますので、一層の「墜落・転落防止対策」の
取組をお願いします。

■ はしごや脚立からの墜落防止対策について

全国の令和元年の建設業における休業４日以上の災害

のうち、「墜落・転落災害」が全体の３割を超え、そのうち

「はしごや脚立」による災害は３割程度で、足場の２倍程度

発生しています。はしご等からの「墜落・転落災害」は、死

亡災害にもつながる可能性があり、療養は長期化しやす

い災害となっています。

足場と同様に「はしご等」による災害防止に力を入れまし

ょう。

はしご等の災害を防止するため、はしごを使用する前に

点検していただくチェックリスト形式のリーフレット（裏面）を

作成しました。是非活用していただき、はしごからの墜落・

転落災害を防ぎましょう。

次号は、脚立災害防止のリーフをご紹介します。
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